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会    議    録 
会議の名称 第 10 回津山地域学校再編準備委員会 

開催日時 

 

 

令和３年８月 10日（火） 

午後７時 05 分 開会 

午後８時 05 分 閉会 

開催場所 津山老人福祉センター ２階集会室 

委員出席者 

髙 橋   渉  委員長 津山中学校ＰＴＡ会長 

佐 藤 良 紀  委員 柳津小学校ＰＴＡ会員 

遠 藤   貴  委員 横山小学校ＰＴＡ会長 

今 野 政 雄  委員 津山中学校学校運営協議会長 

林   三 治  委員 柳津小学校学校運営協議会委員 

堀 田 耕 平  委員 横山小学校学校運営協議会長 

阿 部 篤 雄  副委員長 津山町行政区長会副会長 

事務局出席者 

平 山 法 之 教育部長 

小 林 和 仁 教育部次長 

白 岩 登世司 学校再編推進室長 

千 葉 道 宏 学校再編推進室長補佐兼学校再編推進係長 

西 條 文 武 学校再編推進室主査 

佐 藤 春 香 学校再編推進室主事 

欠席者 阿 部 宗 幸  委員 つやま杉の子こども園保護者会長 

傍聴者 ０名 

議事 

(1) 津山地域における学校再編の検討経過について 

(2) 津山地域学校再編実施計画（案）について 

(3) 今後の予定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事 

 

 

 

 

事務局 

 

委嘱状交付 

 

委員長選任 

 

教育部長 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

開会 午後７時 05 分 

 

新任委員へ委嘱状を交付 

 

事務局案により委員長は髙橋渉委員に決定 

 

挨拶 

 

議事に入る前に、前回及び今回の議事の内容の確認を行う。 

 

（担当より内容を説明） 

 

前回の会議録について、配布した内容で公開してよいか。 

 

（異議なし） 

 

それでは、議事に入る。進行は、髙橋委員長にお願いする。 

 

議事１の津山地域における学校再編の検討経過について、事務局に説明

を求める。 

 

（資料に基づき前回までの検討経過について説明） 
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局の説明に対して質問はあるか。 

 

（質問なし） 

 

次に、議事２の津山地域学校再編実施計画（案）についての協議に入る。

事務局に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 事務局の説明に対して質問はあるか。 

 

 改修の期間について、前回の会議では 11 カ月ぐらいかかるという話だ

ったが、施設整備は令和５年４月１日から始まるのか。 

 

 予定としては、令和４年度中頃までに実施設計を完了させ、その後令和

４年度中に改修工事の予算や契約等の事務手続きを行って、令和５年４月

１日から改修工事が始められるよう進めていきたいと考えている。 

 

 前回の会議では、改修か改築かを話し合ったが、その時に、改修すると

決めていたか。 

 

 前回の会議では、改修するとまでは決めていなかった。柳津小学校の劣

化診断調査で構造耐力的に問題ないと報告されたことなどを踏まえて、前

回の会議後に検討し、柳津小学校の改修で進めたいと考えている。 

 

 柳津小学校では、不足教室があったようだが、その部分は含めているか。 

 

 詳細は実施設計が始まってからとなるが、現在は児童が自分の教室でタ

ブレット型端末を使用していることから、コンピュータ室が活用できるよ

うになるため、現有の教室数で足りると考えている。 

 

 前回の会議では、理科室と図工室が一緒になっているという話があった

ようだが、分離する予定はあるのか。 

 

 現在は、理科室と図工室が一緒になっているが、コンピュータ室を活用

し分離できるようになると考える。どのように配置するかは、学校と話し

合いながら進める。 

 

 劣化診断調査の結果では、柳津小学校は耐震上問題ないが、屋上からの

漏水、内外装材劣化、暖房機器更新などにより、工法によっては改修費用

が高くなるとされ、また、児童数は、現在 121 人だが、令和８年には 60

人、令和 10 年には 36人と減少していくとなっている。そのような中で、

人数に合わせて小規模に改築することについても検討したのか。 

 

 柳津小学校の校舎は、もともとの大きさが１学年１クラスの単学級規模

で建設されており、児童数が減っても必要な教室数は変わりなく、極端に

小さくできるようなものではないため、校舎の大きさはそれほど変わらな
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

い。また、ハザードマップ上も２階建て以上の建物とする必要がある場所

であることなどを総合的に見て、改修と判断したものである。 

 

 市では、特に津山地域はなおさら、木材振興をしていることから、木を

ふんだんに使用したモデル的な建物とするなど、幅のある計画とすること

はできないのか。 

 

 改修では、外装への木の使用は難しいが、内装への木の使用については、

設計時に取り入れるよう検討したい。 

 

 基本は既存校舎の改修ということか。 

 

 登米市立小中学校等再編構想でも既存校舎の改修を基本としており、改

修で進めていきたいと考えている。 

 

 令和５年に改修して、市では校舎をあと何年使用できると考えているの

か。 

 

 65 年を目安としており、柳津小学校は現在 43 年経過しており、劣化診

断調査を行い、改修して長寿命化を行うことで、20 年以上は使用できる

と考える。なお、65 年経過したら、すぐに使用できなくなるということ

でなく、その時には再度調査を行い使用できるか判断することになる。 

 

 スケジュールの確認だが、令和５年４月１日に横山小学校を使用して統

合校を開校し、新校舎に移るのは令和６年４月１日からということか。 

 

 委員のおっしゃるとおり、令和５年４月１日の統合校は横山小学校で開

校し、令和５年度中に柳津小学校を改修し、令和６年４月から新校舎に移

る。 

 

 令和５年４月１日に新校舎で開校と考えていたが、このスケジュールだ

と、令和５年度に開校セレモニーを行い、令和６年度にも新校舎の何らか

セレモニーを行うというようになるのか。 

 

 セレモニーについては、開校準備委員会で具体的な内容を検討する。 

 

 改修期間中は、柳津小学校の児童が横山小学校に入ることになるため、

令和５年４月１日に統合して開校するということはわかるが、区切りとい

う意味で、開校を改修終了の令和６年４月１日に合わせることはできない

のか。 

 

 ２つの学校が同じ校舎に入るということは、教室や職員室もそれぞれの

学校ごとに配置し、校長先生や教職員もそれぞれの学校ごとに置かなけれ

ばならず、横山小学校の校舎には入りきらないため、令和５年４月１日に

統合して開校し、１つの学校として令和５年度中は横山小学校を使用し、

改修後の令和６年４月１日に新校舎に移るという手法とした。 
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委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 
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委員 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 改修期間は 11カ月とあるが、令和５年４月１日からの工事で間に合う

のか。 

  

改修期間は長めに設定しての 11 カ月であり、改修内容によっては短縮

される可能性もあるが、設計してみないとわからないところもある。予算

や契約など早めに進められる手法で段取りし、令和５年４月１日から工事

を開始できるようにする。 

 

 改修工事は、令和５年４月１日から最長で 11カ月かかるとのことだが、

工事がそれよりも前に、例えば 11月などに終わった場合、３学期から新

校舎を使用するは可能か。 

 

 工事期間が短縮できれば可能だと考えるが、設計をしてみないとわから

ないところである。 

 

 入学式は無理かもしれないが、令和５年度の卒業式は子どもたちにとっ

ても統合校舎でやってあげたほうがいい。 

 

 そういった意見をいただいたことを認識して設計等を検討していく。 

 

 他に意見がなければ、実施計画（案）については、今日の会議では説明

が主となっているので、委員会としての合意については次回の協議とし、

次回までに所属団体でも意見など聞いてきていただくということでよろ

しくお願いする。 

 

次に、議事３の今後の予定について、事務局に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明） 

  

 事務局の説明について意見はあるか。 

 

（意見なし） 

 

 意見が無ければ、次に、「その他」について、事務局から何かあるか。 

 

 次回の会議の日程を決めたい。事務局としては、９月１日から９月３日

の間で開催したい。 

 

 ９月１日でいいのではないか。 

 

 それでは、次回は９月１日でよいか。 

 

（異議なし） 

 

 他に何もなければ、本日の議題は以上となる。ここからは、事務局に進

行を戻す。 
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事務局 

 

 

以上で、本日の会議を終了する。 

 

閉会 午後８時 05 分 

 


